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第二日   平成二十七年三月十一日          開  議  午前九時五十九分  

 

○委員長（清水孝夫君）  

  おはようございます。  

  東日本大震災から本日で四年となります。ここに犠牲者のご冥福をお祈りし、謹んで黙禱をささげたいと思います。ご

起立を願います。  

  黙禱。  

     〔黙   禱〕  

  黙禱を終わります。ありがとうございました。ご着席ください。  

  ただいまの出席委員数は十三名です。定足数に達しておりますので、ただいまから予算特別委員会を開会いたします。  

  各特別会計について、歳入歳出を一括で審査いたしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

  審査日程に従い、議案第二十六号平成二十七年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案を議題といたします。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  皆様、おはようございます。  

  議案第二十六号平成二十七年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案について、その概要をご説明いたしま

す。  

  それでは、予算書の百二十九ページをお開き願います。平成二十七年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ二十二億六千

百万円を計上し、対前年度比二億四千万円、一一・九％の増となるものであります。  

  予算書の百四十一ページをお開き願います。歳入についてご説明いたします。  
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  一款国民健康保険税一項一目の一般被保険者特別徴収国民健康保険税は二千六十五万一千円を計上し、国民健康保険資

格者全員が六十五歳以上七十四歳までの世帯の世帯主に対して、年金から特別徴収されるものであります。  

  二目の一般被保険者普通徴収国民健康保険税は三億四千八十二万二千円を計上するものであります。  

  三目の退職被保険者等普通徴収国民健康保険税は二千二十万三千円を計上しております。  

  百四十二ページをお開き願います。国民健康保険税合計では三億八千百六十七万六千円となるもので、対前年度比三千

四百十三万三千円、八・二％の減となるものであります。  

  三款国庫支出金一項国庫負担金一目の療養給付費等負担金は三億七千二百九十一万円を計上し、一般被保険者の療養給

付費等にかかわる国庫負担金であります。  

  二目の高額医療費共同事業負担金は一千四百四十七万四千円を計上し、町が負担する高額医療費共同事業拠出金に対す

る国庫負担分であります。  

  三目の特定健康診査等負担金は四百三十三万九千円を計上し、四十歳以上七十五歳未満の方々の特定健康診査等にかか

わる費用に対する国庫負担分であります。  

  二項国庫補助金一目の財政調整交付金は、一億九千二百六十万八千円を計上するものであります。  

  百四十三ページの四款療養給付費交付金一項一目の療養給付費交付金は七千八百九十五万円を計上し、六十五歳未満の

退職被保険者の方々の療養給付費等にかかわる社会保険診療報酬支払基金からの交付金であります。  

  五款前期高齢者交付金一項一目の前期高齢者交付金は三億二千九百九十二万二千円を計上し、六十五歳以上七十四歳ま

で の 前 期 高 齢 者 の 加 入 率 に よ り 各 保 険 者 間 の 費 用 負 担 の 調 整 を 図 る た め 、 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 か ら の 交 付 金 で あ

ります。  

  六款県支出金一項県負担金一目の特定健康診査等負担金は四百三十三万九千円を計上し、特定健康診査等にかかわる県

の負担分であります。  
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  二目の高額医療費共同事業負担金は一千四百四十七万四千円を計上し、町が負担する高額医療費共同事業医療費拠出金

に対する県からの負担金であります。  

  二項県補助金一目の財政調整交付金は、一億一千五百七十九万一千円を計上するものであります。  

  百四十四ページをお開き願います。七款共同事業交付金一項一目の高額医療費共同事業交付金は四千四百六十三万九千

円 を 計 上 し 、 高 額 医 療 費 に か か わ る 保 険 基 盤 の 安 定 を 図 る た め 、 医 療 費 の 八 十 万 円 を 超 え る 部 分 に 対 し 、 実 際 に 発 生 し

た医療費に応じて青森県国保連合会から交付されるものであります。  

  二目の保険財政共同安定化事業交付金は五億一千百七万八千円を計上し、対前年度比三億三千八百五十八万四千円の大

幅 な 増 と な る も の で あ り ま す 。 増 加 し た 理 由 は 、 平 成 二 十 六 年 度 ま で は 医 療 費 が 三 十 万 円 を 超 え る 部 分 の 八 万 円 以 上 八

十 万 円 ま で に 対 し 、 医 療 費 負 担 を 共 同 で 調 整 し て お り ま し た が 、 平 成 二 十 七 年 度 か ら は 対 象 と な る 医 療 費 が 一 円 以 上 八

十万円までに拡大されるため、大幅な増加となったものであります。  

  九款繰入金一項一目の一般会計繰入金は、一億八千五百七十六万九千円を計上し、内訳は保険基盤安定繰入金が七千九

百 六 十 四 万 六 千 円 で 、 国 保 税 の 軽 減 に 対 す る 国 、 県 、 町 の 公 費 負 担 分 で あ り ま す 。 な お 、 国 の 負 担 分 七 百 二 十 三 万 七 千

円 、 県 の 負 担 分 五 千 二 百 四 十 九 万 八 千 円 は 、 一 般 会 計 側 の 歳 入 へ 計 上 さ れ て お り ま す 。 職 員 給 与 費 等 繰 入 金 が 二 千 三 百

七 十 万 五 千 円 で 、 国 保 事 業 に か か わ る 職 員 の 給 与 費 な ど で あ り ま す 。 助 産 費 等 繰 入 金 が 六 百 四 十 四 万 円 で 、 出 産 育 児 一

時 金 に 対 す る 繰 り 出 し 基 準 に 基 づ い た 額 を 繰 り 入 れ す る も の で あ り ま す 。 財 政 安 定 化 支 援 事 業 繰 入 金 は 六 千 九 百 万 円 で 、

国 保 財 政 の 基 盤 安 定 化 を 図 る た め 繰 り 入 れ す る も の で あ り ま す 。 特 定 健 康 診 査 等 繰 入 金 は 六 百 九 十 七 万 八 千 円 で 、 特 定

健診等にかかわる職員の給与費等であります。  

  百四十五ページの二項基金繰入金一目の財政調整基金繰入金は、財源不足を補塡するため、一千万円を繰り入れするも

のであります。  

  十款繰越金及び十一款諸収入までは、各項目に前年度と同額の一千円を名目計上するものであります。  
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  百四十九ページをお開き願います。次に、歳出についてご説明いたします。  

  一款総務費一項一目の一般管理費は二千三百二十三万八千円を計上し、職員人件費などの経常経費が主なものでありま

す。  

  百五十ページをお開き願います。二目の連合会負担金は百四十七万五千円を計上し、青森県国保連合会の運営事務経費

に対する町の負担分であります。  

  二項徴税費一目の納税奨励費は八万九千円を計上し、三項一目の運営協議会は前年度と同額の二十七万八千円を計上し

ております。  

  百五十一ページの四項一目の趣旨普及費は前年度と同額の十万円を計上するもので、町広報紙による国保情報の提供な

どにかかわる経費であります。  

  次の二款保険給付費は歳出の大宗を占めるものであり、一項療養諸費は一目の一般被保険者療養給付費から五目の診査

支払手数料まで、合計で十億九千五百十七万七千円を計上しております。  

  百五十二ページをお願いします。二項高額療養費は一目の一般被保険者高額療養費から四目の退職被保険者等高額介護

合 算 療 養 費 ま で 、 合 計 で 一 億 一 千 八 百 七 十 二 万 九 千 円 を 計 上 し 、 百 五 十 三 ペ ー ジ の 四 項 出 産 育 児 諸 費 は 九 百 六 十 六 万 五

千 円 、 五 項 の 葬 祭 諸 費 は 百 八 十 五 万 円 を 計 上 し 、 保 険 給 付 費 の 合 計 額 は 十 二 億 二 千 五 百 四 十 二 万 三 千 円 と な り 、 対 前 年

度比六千二百十五万六千円、四・八％の減となるものであります。  

  三款後期高齢者支援金一項一目の後期高齢者支援金及び二目の後期高齢者事務費拠出金は、合わせて二億七千五百十三

万円を計上するものであり、後期高齢者医療費の支援分として社会保険診療報酬支払基金へ納付するものであります。  

  百五十四ページをお開き願います。四款前期高齢者納付金一項一目の前期高齢者納付金及び二目の前期高齢者事務費拠

出金は合わせて四十万一千円を計上するものであり、前年度実績等を勘案して計上しております。  

  五款老人保健拠出金一項一目の老人保健拠出金及び二目の老人保健事務費拠出金は、合わせて十二万円を見込み計上し
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ております。  

  六款介護納付金一項一目の介護納付金は一億四千百十二万三千円を計上し、介護保険の二号被保険者である四十歳以上

六 十 五 歳 未 満 の 方 々 か ら 徴 収 し た 国 保 税 の 一 部 を 介 護 費 用 の 負 担 分 と し て 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金 へ 納 付 す る た め の

ものであります。  

  百五十五ページの七款共同事業拠出金一項一目の高額医療費共同事業医療費拠出金は五千七百九十万円を計上し、八十

万円を超える医療費を対象とした県内各国保保険者の共同事業に対する町の拠出金であります。  

  三目の保険財政共同安定化事業拠出金は五億百八万四千円を計上しており、対前年度比、大幅な増加となっております

が 、 こ れ は 歳 入 で も ご 説 明 い た し ま し た が 、 対 象 と な る 医 療 費 が 一 円 以 上 八 十 万 円 以 下 に 拡 大 さ れ た こ と に 伴 う も の で

あります。  

  八款保健事業費一項一目の特定健康診査等事業費は二千四百十六万円を計上し、保険者に義務づけられた四十歳以上七

十 五 歳 未 満 の 方 々 の 特 定 健 康 診 査 を 行 う た め の も の で 、 主 な も の は 職 員 の 人 件 費 及 び 特 定 健 康 診 査 委 託 料 な ど で あ り ま

す。  

  百五十六ページをお開き願います。二項保健事業費一目の疾病予防費は三百十八万五千円を計上し、健康管理に対する

意識の高揚と予防対策を推進するものであります。  

  百五十七ページの十款公債費一項一目の利子は前年度と同額の五十万円を計上するものであり、一時借入金の利子に充

てるものであります。  

  十一款諸支出金一項償還金及び還付加算金一目の一般被保険者保険税還付金は七十二万一千円、百五十八ページをお開

き 願 い ま す 。 二 目 の 退 職 被 保 険 者 等 保 険 税 還 付 金 は 五 万 七 千 円 を 計 上 し て お り 、 過 誤 納 金 に か か わ る 還 付 金 で あ り ま す 。  

  三目の償還金は二百八十七万九千円を計上し、前年度の国県負担金補助金等の返還金を見込み計上するものであります。  

  四目及び五目は、一般被保険者及び退職被保険者等還付金にかかわる還付加算金であります。  
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  十二款予備費は、緊急時に不足が生じた場合などの財源に充てるため、また予算調整により収支均衡を図るためのもの

であります。  

  以上をもちまして、議案第二十六号平成二十七年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計予算案の概要説明とさせ

ていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  歳入歳出予算の説明が終わりました。  

  これから歳入歳出全般について質疑を行いますが、質疑者はページ数を読み上げてから質疑を願います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  歳入にかかわることですけれども、国民健康保険税、そして介護保険、暮らしの安心にとっても健康にとっても、なく

て は な ら な い も の で あ り ま す け れ ど も 、 歳 入 の と こ ろ 全 体 で は 三 千 四 百 万 ほ ど 、 八 ・ 二 ％ の 減 だ と い う こ と な ん で す け

れ ど も 、 現 在 の 国 保 に 加 入 す る 世 帯 の 内 訳 と い い ま す か 、 現 状 は ど う い う ふ う に な っ て い ら っ し ゃ る の か と い う こ と を

お知らせしていただきたいと思います。その点をお聞きしたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。加入者の内訳というご質問でしたが、現在の被保険者数などでよろしいでしょうか。平成二十七年

二月末の被保険者数は四千八百六十六名、世帯数は二千六百二十九世帯となっております。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  
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  二月末時点で四千八百六十六名で二千六百二十九世帯ということなんですけれども、この加入世帯そのものは、年度比

較 で 見 ま す と 横 ば い 状 態 な ん で す か 。 な ぜ 聞 く か と い い ま す と 、 結 局 、 全 体 と し て 国 保 税 の 納 税 額 そ の も の も 八 ・ 二 ％

ほ ど 落 ち て い る と い う 見 込 み を 立 て て い る わ け で す の で 、 収 入 が 伸 び 悩 ん で い る と い う 側 面 と 、 加 入 者 は む し ろ 減 っ て

いるんだということなんでしょうか。その辺はどういうふうな推移で見込んでいらっしゃるんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。私のほうからは世帯数、被保者の推移ということについてお答えしたいと思います。まず、被保険

者 数 で す け れ ど も 、 平 成 二 十 二 年 度 末 と こ と し の 二 月 末 を 比 較 し ま す と 、 七 百 一 名 減 少 し て お り ま す 。 ま た 、 世 帯 数 で

は 百 四 十 四 世 帯 減 少 し て お り ま す 。 ま た 、 平 成 二 十 五 年 度 末 、 平 成 二 十 六 年 の 三 月 末 と 今 の 二 月 末 を 比 較 し ま す と 、 被

保険者数で二百十三名の減、世帯数で五十世帯の減となっております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  先ほど共同事業が三億円ほどふえたということが報告、説明されたんですけれども、ページ数でいきますと百四十四ペ

ー ジ で す 。 保 険 財 政 共 同 安 定 化 事 業 交 付 金 、 こ れ が 今 ま で の も の が 八 万 円 か ら 八 十 万 円 ぐ ら い が 対 象 で あ っ た も の が 、

一 円 か ら 八 十 万 円 ほ ど 、 対 象 の 範 囲 が 一 円 か ら に な っ た の で 大 幅 に ふ え た ん だ と い う こ と で す け れ ど も 、 共 同 事 業 の た

め の 安 定 化 交 付 金 が ふ え る と い う こ と は 望 ま し い こ と で も あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ は ど う い う ふ う な 経 過 で 、 国 保 の

財 政 が 苦 し い か ら 、 こ の 面 か ら 少 し は 救 済 し よ う と か 、 そ う い う よ う な 、 趣 旨 と し て は ど う い う こ と か ら こ う い う ふ う

になったのでしょうか。その点はどうでしょうか。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。市町村の国保事業は、既にこれまでも医療費の全体の約四割は共同事業として運営されてきており

ま し て 、 医 療 費 の 負 担 の 多 い 市 町 村 の 負 担 軽 減 が 図 ら れ て き て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 平 成 二 十 四 年 の 四 月 に 国 民 健

康 保 険 法 の 改 正 が ご ざ い ま し て 、 平 成 二 十 七 年 四 月 か ら は 市 町 村 の 拠 出 金 に よ り 医 療 費 負 担 を 調 整 す る 共 同 事 業 、 い わ

ゆ る 保 険 財 政 共 同 安 定 化 事 業 に つ い て は レ セ プ ト 一 件 当 た り 一 円 以 上 の 全 て の 医 療 費 に 拡 大 す る と い う ふ う に 決 ま り ま

したので、この四月から実施されることになったというところでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  県支出金、あるいはまた共同事業にかかわる交付金が増額されているわけであります。それで、現在、平成三十年、二

〇 一 八 年 で す か 、 い わ ゆ る 国 保 の 広 域 化 を や ろ う と 、 県 単 位 で や ろ う と い う よ う な こ と で 進 ん で い る と 聞 い て お る ん で

す け れ ど も 、 そ れ と の 関 係 で こ れ も ふ や し て や ろ う と か と い う よ う な こ と は 、 そ う い う 関 係 は 全 然 な い こ と な ん で す か 。

その辺はどういう理解でしょうか、お聞きいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。私どもに来ている通知などでは、国保の都道府県化と今回の保険財政共同安定化事業の対象を一円

からに拡大したことは全く関係がないと考えております。以上です。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  関連して、国保の都道府県単位化といいますか、これは全国自治会も大変な大きな財政負担の問題の調整をしなければ

引 き 受 け ら れ ま せ ん よ と い う よ う な こ と 、 町 村 会 で も さ ま ざ ま な 議 論 が 出 て お る と こ ろ な ん で す け れ ど も 、 こ の 国 保 の

広 域 化 と い い ま す か 、 県 単 位 で や る と い う こ と は 当 面 ど う い う よ う な ス ケ ジ ュ ー ル で 進 め よ う と し て い ら っ し ゃ る の か 、

そ の 辺 の 情 報 は ど う い う ふ う に 捉 え て い ら っ し ゃ る の か 、 そ の 点 を お 聞 き し た い と 思 い ま す 。 町 長 ま た は 担 当 課 で よ ろ

しいですけれども。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  都道府県化についての今後のスケジュール等についてというご質問でございましたが、これはあくまでも新聞報道を見

た 範 囲 で は ご ざ い ま す が 、 去 る 三 月 三 日 に 持 続 可 能 な 医 療 保 険 制 度 を 構 築 す る た め の 国 民 健 康 保 険 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 案 が 閣 議 決 定 さ れ た と い う こ と を 報 道 で 知 っ て お り ま す 。 中 身 と し て は 、 都 道 府 県 と 市 町 村 が 共 同 で 保 険 者 と な っ

て 今 後 実 施 し て い く と い う よ う な こ と が 書 か れ て い ま し た が 、 詳 細 に つ き ま し て は ま だ 法 案 が 成 立 も し て い な い と い う

こ と な ど も あ り 、 ま た 現 時 点 で 我 々 の と こ ろ に 国 、 県 か ら 通 知 も 特 に 届 い て お り ま せ ん の で 、 お 答 え す る こ と は で き な

い と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た だ 、 こ の 改 正 法 案 を 国 会 に 早 期 に 提 出 す る こ と を 目 指 し て い る と い う こ と は 報 道 さ れ

ているようでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  
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○浅利直志委員  

  閣議決定されればどんどんやっていくというのが今の内閣の性格といいますか体質でもありますので、いずれにしても、

町長にお聞きします。この国保の広域化の見通しなり、その辺はどういう認識でいらっしゃるのでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  平田町長。  

○町長（平田博幸君）  

  実は百三十八回の県の国保連の総会が三月二日開催しまして、私も中南津軽郡の会長ということで、その理事も拝命し

て ご ざ い ま す 。 そ の 中 で い ろ い ろ 今 、 住 民 課 長 か ら 、 担 当 課 長 か ら お 話 し し た よ う な 運 営 方 式 が 市 町 村 と 四 十 七 都 道 府

県 で 運 営 す る の は 平 成 三 十 年 か ら と い う 目 安 は 大 体 国 の ほ う で 出 し て い る と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 市 町 村 の

小 さ い 村 と か 相 当 ま だ 全 国 に あ り ま す の で 、 や っ ぱ り ば ら つ き が あ る ん で す ね 、 徴 収 の 割 合 、 徴 収 率 と か 、 あ る い は 保

険 料 と か 。 そ う い う よ う な ば ら つ き を 少 し で も 一 元 化 し て い こ う と い う 考 え 方 が ま た 根 底 に は あ る よ う で ご ざ い ま す 。

い ず れ に し ま し て も 、 将 来 に わ た っ て 医 療 体 制 の 持 続 可 能 な 構 築 の た め に 、 そ う い う 法 改 正 あ る い は シ ス テ ム 改 正 が な

されているという現状でございます。  

  実は、理事でありながら、まだまだ勉強不足でございまして、二年ほど理事になってから、余り首長の発言というのは

乏 し く ご ざ い ま す 。 発 言 し て い る の は 私 ぐ ら い で し て 、 一 つ の 例 を 見 れ ば 、 四 年 後 は 運 営 ス タ イ ル が 都 道 府 県 に な る と

い う と き に 、 担 当 課 が 来 て 挨 拶 し て す ぐ 帰 る と 、 そ れ は 好 ま し く な い と 。 近 い 将 来 に 共 同 運 営 し て い く 中 で あ っ て も 、

都 道 府 県 の 担 当 課 、 部 長 、 あ る い は 課 長 、 あ る い は 代 理 、 そ れ が す ぐ 挨 拶 し て 帰 る の は 好 ま し く な い と い う こ と を 私 は

新 理 事 長 の 鹿 内 理 事 長 に ま ず 提 言 さ せ て い た だ き ま し た 。 そ れ か ら 、 四 十 市 町 村 に な り ま し て 、 各 市 町 村 の 保 険 業 務 に

対 す る 福 祉 活 動 の ス タ イ ル も 、 ど こ の 自 治 体 も 一 生 懸 命 や っ て い る と 思 っ て い ま す 。 や っ て い る と 思 っ て い ま す け れ ど

も 、 非 常 に ま だ ま だ ば ら つ き が あ る か ら 、 六 県 民 局 に は 福 祉 総 室 長 と 会 っ て 、 そ の 中 で も 頻 繁 に そ の 担 当 課 長 を 集 め て
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情報交換しながら、いいところはまねすればいいと、そういうような提言もしているところでもございます。  

  いずれにしましても、この国保というのは我が国、昔から医療体制の構築のために築かれてきたものでございますので、

し っ か り と 国 民 に も 理 解 し て い た だ き な が ら 、 あ る い は 町 民 に も 理 解 し て い た だ き な が ら 、 ま ず は 健 康 な 体 力 増 進 の た

め に 福 祉 課 そ し て ま た 生 涯 学 習 課 、 あ る い は ま た 体 育 協 会 の 皆 さ ん と か 、 多 く の 団 体 等 と 協 議 し な が ら 、 そ れ も ま た 強

化しながら、保健福祉行政に努めていきたいと思っております。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから本案を採決いたします。本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  次に、議案第二十七号平成二十七年度藤崎町後期高齢者医療特別会計予算案を議題とします。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  それでは、議案第二十七号平成二十七年度藤崎町後期高齢者医療特別会計予算案につきまして、その概要をご説明いた

します。  

  それでは、予算書の百六十九ページをお開き願います。平成二十七年度の予算総額は歳入歳出それぞれ三億百十九万一

千円を計上するものであります。  

  百七十九ページをお開き願います。まず、歳入につきましてご説明いたします。  

  一款後期高齢者医療保険料一項一目の特別徴収保険料は四千五百五十八万三千円、二目の普通徴収保険料は一千六百九
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十三万四千円を計上するものであります。  

  三款繰入金一項一般会計繰入金一目の事務費繰入金は二千五百五十四万七千円を計上しております。内訳は、後期高齢

者 医 療 の 町 が 行 う 事 務 に か か わ る 職 員 給 与 費 等 繰 入 金 が 一 千 九 百 四 十 万 七 千 円 、 広 域 連 合 の 事 務 に か か わ る 町 負 担 分 で

ある広域連合事務費繰入金が六百十四万円であります。  

  二目の保険基盤安定繰入金は五千四百四十六万八千円を計上するものであり、保険料の軽減額に対する県、町の公費負

担 分 と し て 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ す る も の で あ り ま す 。 な お 、 県 の 負 担 分 四 千 八 十 五 万 一 千 円 に つ き ま し て は 、 一 般 会

計側の歳入に計上されております。  

  三目の療養給付費繰入金は一億五千五百七十八万三千円を計上しており、広域連合で実施する後期高齢者療養給付費に

かかわる町負担分として一般会計から繰り入れするものであります。  

  百八十ページをお開き願います。四款繰越金は、平成二十七年三月分の普通徴収保険料を新年度に入ってから広域連合

へ納付することになりますので、繰越金として処理するものであります。  

  百八十五ページをお開き願います。次に、歳出につきましてご説明いたします。  

  一款総務費一項一目の一般管理費は一千八百九十二万六千円を計上し、職員人件費及び後期高齢者医療システムにかか

わる保守業務委託料などが主なものであります。  

  百八十六ページをお開き願います。二項徴収費一目の徴収費は四十八万一千円を計上し、保険料の徴収などにかかわる

事務経費であります。  

  二款後期高齢者医療広域連合負担金一項一目の後期高齢者医療広域連合負担金は二億八千九十三万一千円を計上してお

り ま す 。 内 訳 は 、 保 険 料 等 負 担 金 が 一 億 一 千 九 百 万 八 千 円 で 、 町 が 徴 収 し た 保 険 料 及 び 低 所 得 者 に 対 す る 保 険 料 軽 減 相

当 額 を 計 上 す る も の で あ り ま す 。 広 域 連 合 事 務 費 負 担 金 は 六 百 十 四 万 円 と な り 、 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 の 事 務 に か か

わ る 職 員 給 与 費 な ど の 共 通 経 費 に か か わ る 町 の 負 担 分 で あ り ま す 。 療 養 給 付 費 負 担 金 は 一 億 五 千 五 百 七 十 八 万 三 千 円 を
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計 上 し 、 後 期 高 齢 者 療 養 給 付 費 に か か わ る 町 負 担 分 で あ り 、 こ れ ら の 負 担 金 は い ず れ も 広 域 連 合 へ 納 付 す る た め の も の

であります。  

  三款諸支出金一項一目の保険料還付金及び二目の還付加算金は合わせて八十五万円を計上するものであり、過誤納金に

かかわる還付金などであります。  

  百八十七ページの四款予備費は、予算調整により収支均衡を図るためのものであります。  

  以上をもちまして、議案第二十七号平成二十七年度藤崎町後期高齢者医療特別会計予算案の概要説明とさせていただき

ます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  歳入歳出予算の説明が終わりました。  

  これから歳入歳出全般について質疑を行います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  これも後期高齢者の保険料ですね、標準で前年度と変わりないんですか。保険料的にはどういうふうになっていらっし

ゃるのでしょうか。その点お聞きいたします。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。保険料の前年度との比較ということでございましたが、予算書の百七十九ページをお開き願いたい

と 思 い ま す 。 本 年 度 の 合 計 が 六 千 二 百 五 十 一 万 七 千 円 で 、 前 年 度 の 当 初 予 算 の 合 計 が 七 千 八 百 三 十 一 万 三 千 円 、 比 較 し

ますと一千五百七十九万六千円の減と見込んでおります。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  
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  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  普通徴収、特別徴収の方の納付する保険料がもとになっているんだと思いますけれども、県の広域連合的に後期高齢者

医 療 、 我 々 は 差 別 的 な 扱 い は す べ き で な い と い う 、 医 療 の 面 で も で す ね 、 た だ 、 後 期 高 齢 者 に ど れ ぐ ら い か か っ て い る

か と い う の は わ か り や す く な っ た と い う 側 面 も あ り ま す け れ ど も 、 問 題 は 個 々 の 人 の 標 準 的 な 保 険 料 は こ れ か ら 決 ま っ

て い く こ と な の か 、 そ の 辺 、 標 準 的 な 保 険 料 は ど う い う ふ う に な っ て い ら っ し ゃ る の か と い う こ と を 重 ね て お 聞 き し た

いと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  保険料についてのご質問にお答えいたします。青森県の保険料額は平成二十六年度、二十七年度ともに同額で、均等割

額 が 被 保 険 者 一 人 当 た り 四 万 五 百 十 四 円 、 所 得 割 額 は 七 ・ 四 一 ％ と な っ て お り 、 保 険 料 の 限 度 額 は 五 十 七 万 円 と な っ て

おります。以上であります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  均等割分が標準で四万ちょっとということで、それに所得割を加算するというようなことなんですけれども、最近ちょ

っ と 聞 く ん で す け れ ど も 、 所 得 の 分 も 含 め て 、 保 険 料 的 な 負 担 を 軽 減 す る た め に 特 例 限 額 と い う の を 実 際 や っ て い る ん

で す け れ ど も 、 そ れ を 九 五 ％ ま で 所 得 の 低 い 人 は ダ ウ ン さ せ る こ と が で き る と か と い う こ と だ と 思 っ て い る ん で す け れ

ど も 、 そ れ を 廃 止 す る と い う よ う な こ と も 聞 い て お る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 情 報 に つ い て は ど の よ う な 認 識 な ん で
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しょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。ただいま浅利委員のほうから特例減額の制度はということでございましたが、私どもはちょっと特

例 減 額 と い う 言 葉 は 聞 い た こ と が ご ざ い ま せ ん 。 も し か し ま し た ら 、 被 用 者 保 険 の 被 扶 養 者 で あ っ た 方 が 後 期 に 加 入 さ

れ た 場 合 、 均 等 割 が 九 割 が 軽 減 さ れ て 所 得 割 の 負 担 が な い と い う 、 そ う い う 制 度 の こ と を 言 っ て い る の で は な い で し ょ

うか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  私のほうでももうちょっと精査して保険料の問題は向かいたいと思います。  

  最後にお聞きするのは、先ほど後期高齢者の広域連合負担金ということで、これ大分一千三百五十九万ほどトータルで

は 昨 年 度 か ら 見 れ ば 削 減 さ れ て い る ん で す け れ ど も … … （ 「 浅 利 委 員 、 ペ ー ジ 数 は 」 の 声 あ り ） ペ ー ジ 数 で す か 。 ペ ー

ジ 数 は 百 八 十 六 ペ ー ジ で す か 。 そ の 中 の 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 負 担 金 、 こ れ が 一 千 三 百 五 十 九 万 ほ ど 削 減 さ れ て い る

わ け で す 。 そ の 中 で 療 養 給 付 費 負 担 金 が か な り の 大 き な 割 合 を 占 め て い る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 理 由 に つ い て は ど

う い う ふ う に 受 け と め れ ば よ ろ し い ん で し ょ う か 。 年 寄 り の 医 療 に か か る 人 が 少 な く な っ て い る と い う よ う な こ と な の

か、抑えぎみだということなのか、その辺はどういうことなんでしょうかという意味合いです。  

○委員長（清水孝夫君）  

  住民課長。  
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○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。療養給付費負担金につきましては、広域連合のほうから平成二十六年度の六カ月の実績をもとに県

全 体 を 案 分 し た 数 値 が 私 ど も の ほ う に 予 算 計 上 す る よ う に 来 て お り ま し て 、 そ の 数 値 を 計 上 し て い る と い う こ と で 、 実

際の給付費の推移については把握しておりません。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結します。  

  これから本案を採決いたします。本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  次に、議案第二十八号平成二十七年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計予算案を議題とします。  

  歳入歳出予算の説明を求めます。福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  おはようございます。それでは、平成二十七年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計予算案、議案第二十八号につい

て、その概要をご説明を申し上げますので、恐れ入りますが、二百三ページをお開き願います。  

  本年度の予算総額は、前年度比三・〇％増の歳入歳出それぞれ十七億二千八百七十六万二千円としたものであります。  

  まず、歳入の一款保険料は六十五歳以上の方の第一号被保険者に対するものであり、平成二十四年度から平成二十六年

度 ま で の 第 五 期 介 護 保 険 事 業 計 画 で は 基 準 月 額 を 五 千 八 百 五 十 円 と し て 運 営 し て ま い り ま し た が 、 新 た に 策 定 い た し ま

し た 平 成 二 十 七 年 度 か ら 二 十 九 年 度 ま で の 第 六 期 計 画 が 先 月 の 二 十 六 日 に 町 介 護 保 険 運 営 協 議 会 か ら 原 案 の と お り ご 答

申 を い た だ き ま し た こ と か ら 、 こ れ に 基 づ き ま し て 基 準 月 額 を 六 千 五 百 円 に 増 額 し 、 三 億 一 千 十 一 万 六 千 円 と し た も の
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で あ り 、 前 年 度 比 三 千 九 万 六 千 円 の 増 と し よ う と す る も の で ご ざ い ま す 。 保 険 料 の 増 額 要 因 と い た し ま し て は 、 今 後 三

年 間 の 給 付 費 が 四 十 九 億 二 千 三 百 万 と 推 計 さ れ 、 前 期 の 第 五 期 計 画 に 比 較 す る と 五 ・ 〇 八 ％ 、 二 億 三 千 八 百 万 の 増 加 が

見 込 ま れ る こ と 、 そ し て 給 付 費 に 対 す る 第 一 号 被 保 険 者 の 保 険 料 の 負 担 率 が 一 ％ ふ え た こ と に よ り 二 二 ％ と な っ た こ と 、

国 か ら の 調 整 交 付 金 の 交 付 率 が 低 下 す る 見 込 み と な っ た こ と な ど で あ り ま す 。 な お 、 新 た な 保 険 料 率 を 定 め る 藤 崎 町 介

護 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案 は 本 定 例 会 に 上 程 さ れ て お り ま す の で 、 何 と ぞ ご 理 解 の 上 、 原 案 ど お り ご 決 定 賜 り

ますようお願い申し上げる次第でございます。  

  次に、三款国庫支出金は前年度比千四百五十九万五千円増の四億五千三百九十九万九千円とし、次の四款支払基金交付

金は前年度比百三十二万二千円減の四億六千百三万九千円としたものであります。  

  次に、五款県支出金は前年度比五百二十七万五千円増の二億四千五十六万七千円とし、七款繰入金は前年度比百五十六

万八千円増の二億六千三百三万二千円としたものであります。  

  続きまして、歳出のご説明をいたしますので、二百四ページをお開き願います。  

  一款総務費は職員の人件費が主なものであり、前年度比マイナス一〇・六％、五百四十三万六千円減の五千百三十七万

九 千 円 、 次 の 二 款 保 険 給 付 費 は 前 年 度 比 プ ラ ス 三 ・ 二 ％ 、 五 千 二 百 三 十 五 万 六 千 円 増 の 十 六 億 三 千 八 百 六 十 五 万 二 千 円

と し 、 次 の 三 款 地 域 支 援 事 業 費 は 前 年 度 比 プ ラ ス 七 ％ 、 二 百 六 十 四 万 二 千 円 増 の 三 千 七 百 八 十 万 八 千 円 と し た も の で あ

ります。  

  次に、歳出の主なものの内容をご説明いたしますので、恐れ入りますが、二百十七ページをお開き願います。  

  歳出全体の九四・八％を占める二款保険給付費の一項介護サービス等諸費の説明の欄をごらん願います。一目介護サー

ビ ス 等 諸 費 の 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費 は 、 在 宅 の 方 が 利 用 す る 訪 問 サ ー ビ ス や 通 所 サ ー ビ ス 、 短 期 入 所 生 活 介 護 費 な ど

に 対 す る も の で あ り 、 二 十 六 年 度 の 実 績 見 込 み か ら 前 年 度 比 プ ラ ス 一 二 ・ 三 ％ 、 六 千 五 百 四 十 八 万 一 千 円 増 の 五 億 九 千

九百十二万九千円としたものであります。  
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  次に、地域密着型介護サービス給付費は、グループホームの利用に対する給付が全体を占めるものでありますが、二十

六 年 度 の 実 績 見 込 み か ら 前 年 度 比 プ ラ ス 八 ・ 四 ％ 、 二 千 二 百 五 十 六 万 円 増 の 二 億 九 千 三 十 四 万 九 千 円 と し た も の で あ り

ます。  

  次に、施設介護サービス給付費は特別養護老人ホームや老人保健施設などの利用に対するものであり、二十六年度の実

績 見 込 み か ら 前 年 度 比 マ イ ナ ス 六 ・ 〇 ％ 、 三 千 二 百 四 十 四 万 九 千 円 減 の 五 億 一 千 百 四 十 二 万 七 千 円 と し た も の で あ り ま

す。  

  次の居宅介護福祉用具購入費は歩行器や杖などの購入、居宅介護住宅改修費は手すりの取りつけや段差解消の際の工事

に対する給付であり、平成二十六年度実績見込みをもとに計上したものであります。  

  次に、二百十八ページをお開きください。居宅介護サービス計画給付費は居宅サービス計画の作成に対するものであり、

前年度比マイナス七・一％、四百八十万七千円減の六千三百二十九万七千円としたものであります。  

  次 に 、 二 目 介 護 予 防 サ ー ビ ス 等 諸 費 の 介 護 予 防 サ ー ビ ス 給 付 費 は 、 要 支 援 の 方 に 対 す る も の で あ り 、 前 年 度 比 プ ラ ス

〇 ・ 四 ％ 、 二 十 万 円 増 の 四 千 六 百 六 十 五 万 一 千 円 と し た も の で あ り 、 介 護 予 防 福 祉 用 具 購 入 費 と 介 護 予 防 住 宅 改 修 費 は 、

平 成 二 十 六 年 度 実 績 見 込 み を も と に 計 上 し た も の で あ り ま す 。 次 に 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 計 画 給 付 費 は 要 支 援 の 方 に 対 す

る 予 防 サ ー ビ ス 計 画 作 成 に か か わ る も の で あ り 、 前 年 度 比 プ ラ ス 二 ％ 、 十 一 万 八 千 円 増 の 五 百 九 十 八 万 一 千 円 と し た も

のであります。  

  次に、二百十九ページの三款地域支援事業費一項介護予防事業費一目二次予防事業費は、要支援、要介護状態になるお

そ れ の 高 い 方 の 運 動 機 能 の 低 下 を 防 ぐ 通 所 型 介 護 予 防 事 業 が 主 な も の で 、 前 年 度 比 十 八 万 九 千 円 増 の 三 百 六 十 八 万 七 千

円 と し 、 二 目 の 一 次 予 防 事 業 は 一 般 高 齢 者 に 運 動 機 能 の 向 上 や 閉 じ こ も り 、 引 き こ も り 、 う つ 予 防 、 脳 ト レ 教 室 を 実 施

するものであり、前年度比三十二万二千円減の四百二十三万七千円としたものであります。  

  次に、二百二十ページの二項包括的支援事業・任意事業費二千九百八十八万四千円は、町地域包括支援センター業務委
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託に関連する事業費が主なものであります。  

  以上が平成二十七年度介護保険（事業勘定）特別会計予算案の概要でございます。ありがとうございました。  

○委員長（清水孝夫君）  

  歳入歳出予算の説明が終わりました。  

  これから歳入歳出全般について質疑を行います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  二〇〇〇年に介護保険がスタートして、三年ごとに引き上げになっているわけであります。標準で五千八百五十円から

今 年 度 は 標 準 六 千 五 百 円 ほ ど と い う 、 介 護 保 険 審 議 会 で す か 、 そ の 答 申 も 受 け て や る わ け な ん で す け れ ど も 、 全 体 と し

て 介 護 サ ー ビ ス が こ れ ぐ ら い 伸 び ま す よ と い う よ う な こ と か ら 一 人 当 た り の 保 険 料 も 割 り 出 し て い く の を 基 本 と し て い

る わ け な ん で す け れ ど も 、 二 百 十 七 ペ ー ジ の 保 険 給 付 費 の と こ ろ で 、 そ の 中 で ト ー タ ル 的 に は 前 年 度 と 比 べ て 五 千 百 二

十 八 万 円 ほ ど ふ え ま す け れ ど も 、 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 、 そ の 中 で 施 設 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費 、 特 養 な ど 、 こ れ に つ い て は

課 長 の 今 の 説 明 で は 六 ％ ほ ど 減 る 見 込 み な ん だ と 、 ぎ り ぎ り い っ ぱ い で そ う い う こ と な ん だ と い う 見 込 み な ん で す け れ

ど も 、 そ れ は ど う い う 根 拠 な り 理 由 に 基 づ い て い る も の な ん で し ょ う か 。 実 際 は 横 ば い 、 あ る い は 政 府 は 二 ・ 二 七 ％ で

す か 、 こ れ に 何 か 施 設 で も う け て い る か ら 内 部 留 保 を 二 ％ ぐ ら い 減 ら し て も 大 丈 夫 だ よ と い う よ う な 言 い 方 を し て い る

ん で す け れ ど も 、 施 設 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費 、 こ れ を 五 億 一 千 百 四 十 二 万 と 見 積 も っ た 根 拠 な り 理 由 な り 経 過 な り 、 大 分

苦労もされたと思うんですけれども、その辺を明らかにしていただきたい。  

○委員長（清水孝夫君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  細かい数字はちょっと手元のほうで探さなければならないのですが、大ざっぱに申し上げれば、ただいま浅利委員がお
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っ し ゃ い ま し た 居 宅 と そ れ か ら 施 設 の 給 付 費 の 関 連 が あ っ て 、 施 設 の ほ う は 使 っ て い る 方 と い う の は 、 施 設 費 と い う こ

と か ら い え ば 使 っ て い る 方 は 横 ば い だ と 思 っ て お り ま す 。 た だ し 、 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 給 付 の 中 に は い わ ゆ る シ ョ ー ト ス

テ イ と い い ま し て 、 施 設 の ほ う で 入 所 し て い る わ け な ん で す が 、 お 金 の 支 払 い は こ の 居 宅 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費 の ほ う か

ら 支 払 わ れ て い る と い う 、 そ う い う サ ー ビ ス が ご ざ い ま す 。 一 カ 月 を ま ず 基 準 に し て や っ て い る ん で す が 、 大 体 そ こ で

シ ョ ー ト ス テ イ に 入 っ て し ま え ば 長 期 で 入 所 で は な い ん で す が 入 所 、 ず っ と そ こ で い る と 。 つ ま り 、 施 設 介 護 を 受 け て

い る と い う こ と と 同 じ 形 に な っ て お り ま す 。 平 成 二 十 五 年 度 に さ ん ふ じ の ほ う で シ ョ ー ト ス テ イ の 増 床 が 計 画 さ れ ま し

て 、 そ の 支 払 い の ほ う が 二 十 六 年 度 か ら 発 生 し て き て い る と 。 そ う い う こ と か ら い っ て 、 居 宅 の ほ う の シ ョ ー ト の ほ う

の 伸 び が ふ え て き て い る と 。 そ れ か ら 、 訪 問 系 の サ ー ビ ス も も ち ろ ん 若 干 で す が ふ え て い る と 。 逆 に 、 デ イ サ ー ビ ス の

ほ う が 減 っ て き て い る と 。 こ れ は 国 の ほ う の 報 酬 の 絡 み も あ り ま し て 、 少 な く な っ て い る と い う こ と で あ り ま し て 、 そ

う い う 関 係 で 全 体 的 に は 居 宅 の 伸 び が ふ え て い る と 。 施 設 関 係 に つ い て は 、 施 設 を 利 用 さ れ て い る 方 は ふ え て い る ん じ

ゃ な い か と 。 た だ し 、 施 設 介 護 サ ー ビ ス の 支 払 い に つ い て は 横 ば い だ と い う か 、 若 干 減 っ て い る の か な と い う 考 え 方 を

持っております。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  これはもう委員会でも課長は我々に説明もしておったんですけれども、保険料のことにかかわるんですけれども、調整

交 付 金 が 低 下 し た 、 今 ま で は 九 ・ 二 七 ％ で す か 、 九 ％ ぐ ら い も ら っ て い た も の が 八 ・ 五 ぐ ら い に な る ん だ と い う よ う な

説 明 も し て い た や に 記 憶 し て お る ん で す け れ ど も 、 そ の 調 整 交 付 金 が 低 下 す る と い う の は ど う い う 理 由 か ら な ん で し ょ

う か 。 保 険 料 を 上 げ る の を 抑 え る た め だ っ た ら 、 も っ と 上 げ て も ら っ た ほ う が い い ん じ ゃ な い か な と 思 う ん で す け れ ど

も、その辺の理由や現状はどうなっているんでしょうか。  
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○委員長（清水孝夫君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  調整交付金というのは基本的に五％でございます。しかしながら、実際交付されている額は今浅利委員がおっしゃいま

し た と お り 九 ％ を 超 え る 額 が 交 付 さ れ て ご ざ い ま す 。 こ の 要 因 と い う の は 、 低 所 得 者 等 に 対 す る 国 分 の 措 置 と い う 形 が

そ の 主 な 内 容 で ご ざ い ま し て 、 そ れ が こ れ ま で 大 体 九 ％ を 超 え る 額 が 交 付 さ れ て 、 そ れ が 逆 に 入 っ て き た こ と に よ っ て

繰 越 金 等 々 に 回 っ て い る よ う な 状 況 で ご ざ い ま す 。 そ れ が 第 六 期 の 計 画 を 定 め る に 当 た っ て 、 国 か ら 全 国 の 全 市 町 村 に

そ う い う ソ フ ト を 使 っ て 推 計 し な さ い と い う 試 算 シ ー ト な る も の が ご ざ い ま し て 、 そ の シ ー ト の ほ う で は 今 回 は 平 均 す

る と 大 体 八 ・ 五 九 ％ 、 二 十 七 、 二 十 八 、 二 十 九 と だ ん だ ん 下 が っ て い く ん で す が 、 大 体 八 ・ 五 九 ％ ぐ ら い の 交 付 率 を 予

定したもので、そういうシートを使って算出しなさいというふうな示された方をしております。  

  下がった要因として国のほうから示された資料等によれば、今回、介護保険料の所得構成が現在、標準所得段階を六段

階 で 算 出 し て い る わ け で あ り ま す が 、 そ れ を 低 所 得 者 に 保 険 料 を 軽 減 す る よ う な 形 に な っ て お り ま し て 、 九 段 階 と い う

形 で 変 更 さ れ て お り ま す 。 変 更 と い う か 、 そ う い う 形 で 示 さ れ て お り ま す 。 そ れ に 基 づ い て 、 先 ほ ど 提 案 理 由 の 中 で も

ご 説 明 申 し 上 げ ま し た が 、 条 例 改 正 を す べ く 皆 様 に ご 提 案 し て い る わ け で あ り ま す が 、 そ う い う ふ う に 低 所 得 者 に 対 す

る 手 厚 い と い う か 、 そ う い う 変 更 が あ っ た と い う こ と で 、 そ ち ら の ほ う で 手 厚 く し て い る の で 、 こ ち ら の ほ う は 下 げ ま

すよという、そういう理由だそうでございます。以上です。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結します。  

  これから本案を採決いたします。本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議あり」「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○委員長（清水孝夫君）  

  異議がありますので、討論を行います。  

  まず、原案に反対者の発言を許します。浅利君。  

○浅利直志委員  

  反対理由については詳しくは本会議で述べたいと思うんですけれども、いずれにしても保険料の負担が三年ごとに連続

し て 上 が る と い う 状 況 が 生 ま れ て い る わ け で あ り ま す 。 こ れ に 何 と し て も 歯 ど め を か け る よ う な 措 置 が 必 要 な わ け で も

あ り ま す け れ ど も 、 そ の 先 の 見 通 し も な い と い う 状 況 で あ り ま す 。 少 な く と も 消 費 税 が 値 上 げ し て こ う い う 、 消 費 税

三 ％ 分 で い け ば 全 国 的 に は 八 兆 円 台 の 大 き な 追 加 税 収 と い う の が あ っ た わ け で あ り ま す け れ ど も 、 今 回 の 保 険 料 の 引 き

上 げ 、 現 在 の 受 益 者 、 四 十 歳 以 上 か ら 保 険 料 で 五 割 は 賄 う ん だ と い う 、 そ う い う 基 本 的 な ル ー ル か ら い け ば 値 上 げ せ ざ

る を 得 な い と い う こ と で あ り ま す け れ ど も 、 私 と し て は 今 度 の 介 護 保 険 料 の 引 き 上 げ と い う の は 、 こ れ ま で の 利 用 者 負

担 や 限 界 を 超 え て き て い る と い う よ う な 意 味 か ら い っ て も 、 今 回 の 値 上 げ に つ い て 容 認 も で き な い の で 、 本 会 計 に 賛 成

できません。  

○委員長（清水孝夫君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。小野委員。  

○小野  稔委員  

  私は、議案第二十八号平成二十七年度藤崎町介護保険に賛成するものであります。なぜならば、今、基準月額六千五百

円 以 上 に し な け れ ば 、 こ の 介 護 保 険 、 持 っ て い け な い と い う こ と に な り ま し て 、 こ れ は 二 十 九 年 度 の そ れ ま で の 暫 定 だ

と思いますので、それまではそのまま持っていってもらいたいと思います。そのため、賛成するものであります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  
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  これから本案を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  本案について原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。  

     〔賛成者起立〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  次に、議案第二十九号平成二十七年度藤崎町水道事業会計予算案を議題とします。  

  収入支出予算の説明を求めます。上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  改めまして、おはようございます。  

  議案第二十九号平成二十七年度藤崎町水道事業会計予算について、ご説明いたします。  

  二百四十一ページをお開きください。平成二十七年度藤崎町水道事業会計予算実施計画でご説明いたします。まず、収

益的収入及び支出の収入でありますが、第一款水道事業収益は三億九千八百十万円を計上しております。  

  第一項営業収益が三億七千八百四十四万六千円であります。その主なものは、第一目給水収益が三億七千七百八十万円、

これは水道料金とメーター使用料の合計額であります。  

  第二項営業外収益が一千七百五十万円であります。その主なものは、第二目他会計補助金八万九千円は水道広域化対策

分として一般会計から繰り入れする補助金であります。  

  第三目長期前受金戻入一千三百八十九万二千円は新会計制度の新しい予算科目で、旧みなし償却部分の平成二十七年度

減価償却費相当額を収益化したものであります。  

  二百四十二ページをお開きください。次に、支出についてでありますが、第一款水道事業費用として三億九千八百十万

円を計上しております。  



 - 27 - 

  第一項営業費用が三億三千四百一万九千円であります。そのうち、第一目浄配水費が一億六千五百二十七万三千円であ

り 、 そ の 主 な も の は 第 五 節 の 修 繕 費 千 五 百 十 七 万 七 千 円 で 、 こ の う ち メ ー タ ー 取 り か え 工 事 費 は 計 量 法 に よ り 八 年 経 過

す る 水 道 メ ー タ ー の 取 り か え 費 用 で あ り 、 交 換 用 メ ー タ ー 修 繕 費 、 す な わ ち 量 水 器 購 入 費 も 含 め 、 八 百 九 十 四 万 八 千 円

を 予 算 計 上 し て お り ま す 。 ま た 、 第 八 節 の 受 水 費 一 億 四 千 三 十 七 万 三 千 円 は 、 藤 崎 町 の 水 道 水 は 全 て 津 軽 広 域 水 道 企 業

団でつくった水を購入していることから、水道企業団への支払い金額であります。  

  第三目総係費が六千百六万四千円であります。その主なものとしましては、第二節給料から二百四十三ページの第六節

法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 ま で の 合 計 額 、 つ ま り 人 件 費 の ほ か 第 十 二 節 委 託 料 六 百 九 十 九 万 円 の う ち 水 道 メ ー タ ー 検 針 業

務 委 託 料 と し て 四 百 三 十 五 万 円 を 予 算 計 上 し て お り ま す が 、 こ れ は メ ー タ ー 検 針 員 五 人 分 の 検 針 業 務 に 係 る 経 費 で あ り

ます。  

  二百四十四ページをお開きください。第四目減価償却費は一億七百六十七万七千円であります。減価償却費とは、固定

資 産 の 価 値 減 耗 分 の 費 用 化 で あ り ま す が 、 実 際 は 現 金 支 出 を 伴 わ な い 費 用 で あ り ま す の で 、 資 本 的 収 支 の 不 足 額 の 充 当

財源、つまり内部留保資金となります。  

  第二項営業外費用が三千三百五十三万五千円であります。その主なものは、第一目支払利息の千九百五十三万四千円で

あります。  

  二百四十五ページをごらんください。次に、資本的収入及び支出についてご説明いたします。  

  まず、下段の支出からご説明いたします。第一款資本的支出として一億二千二百五十五万八千円を計上しました。  

  第一項建設改良費が千六百六十二万円であり、その主なものは県道前坂藤崎線道路改築事業に伴う白子バイパス関連配

水管移設工事の設計業務委託料と工事請負費であります。  

  第二項固定資産購入費は千七百二十三万八千円であります。  

  第一目機械及び装置購入費では、継続費を設定しております水道資産評価等システム構築事業費、新水道ビジョン策定
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事 業 費 の ほ か 、 新 規 事 業 と し ま し て 水 道 事 業 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 策 定 事 業 費 を 予 算 化 し て お り ま す 。 こ れ ら の 事 業 は 、

水道施設の耐震化を含む更新時期等を検討するためのものであります。  

  第三項企業債償還金は八千七百七十万円と見込んでおります。  

  次に、上段の収入はただいまご説明した支出の財源であり、資本的収入として二千五百二十九万円を計上しております。

そ の 主 な も の は 、 繰 り 出 し 基 準 に 基 づ く 一 般 会 計 か ら の 負 担 金 や 出 資 金 、 ま た 県 か ら の 白 子 バ イ パ ス 関 連 配 水 管 の 移 設

補 償 費 で あ り ま す 。 な お 、 資 本 的 収 入 が 資 本 的 支 出 に 対 し て 不 足 す る 額 九 千 七 百 二 十 六 万 八 千 円 は 内 部 留 保 資 金 等 で 補

塡しております。  

  続きまして、二百五十四ページをお開きください。最後に、継続費に関する調書についてご説明いたします。水道資産

評 価 等 シ ス テ ム 構 築 事 業 は 、 施 設 や 管 路 の 水 道 資 産 の 老 朽 度 を 調 査 し 、 老 朽 度 に 応 じ た 対 策 、 つ ま り 施 設 の 更 新 時 期 を

検 討 す る た め の も の で あ り 、 総 事 業 費 千 九 百 三 十 二 万 円 の う ち 、 最 終 年 度 で あ る 平 成 二 十 七 年 度 は 水 道 資 産 デ ー タ 蓄 積

と 、 そ の 蓄 積 し た デ ー タ の シ ス テ ム 構 築 分 と し て 六 百 三 十 万 円 を 予 算 計 上 し て お り ま す 。 新 水 道 ビ ジ ョ ン 策 定 事 業 は 、

人 口 減 少 社 会 の 将 来 的 な 水 需 要 を 予 測 し た 上 で 施 設 の 更 新 時 期 を 見 定 め る な ど 、 今 後 収 入 減 な ど 厳 し い 財 政 経 営 環 境 の

中 で も 安 定 的 に 事 業 を 継 続 し て い く た め の 課 題 、 方 策 等 を 検 討 す る も の で あ り ま す 。 総 事 業 費 四 百 十 三 万 七 千 円 の う ち 、

平成二十七年度分として事業計画策定費百九十七万七千円を予算計上しております。  

  以上をもちまして、議案第二十九号平成二十七年度藤崎町水道事業会計予算の説明を終わらせていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  収入支出予算の説明が終わりました。  

  これから収入支出全般について質疑を行います。浅利君。  

○浅利直志委員  

  今、課長説明しておったんですけれども、最後に継続費に関する調書ということで、ことしが最終年度で水道資産評価
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等 シ ス テ ム 構 築 事 業 と い う こ と で 、 二 十 五 、 二 十 六 、 二 十 七 と 、 二 十 七 年 度 の 予 算 も 提 案 さ れ て い る 継 続 費 で す の で 、

こ れ は 何 か こ れ の 事 業 と し て 最 終 的 に ま と ま っ た も の だ け を 二 十 七 年 度 に よ こ す と い う こ と な ん で す か 。 そ れ と も 中 間

的 に 老 朽 度 だ と か そ う い う も の で わ か る も の だ と か と い う 中 間 報 告 み た い な も の だ と か は 出 さ れ て い る も の な ん で す か 。

実態的にはどういう取り扱いで最終的に構築事業が終了するんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  これは三年間の継続事業でございますけれども、最終的なものは管路データを全て集めてきたものをシステム化する、

要 す る に 見 え る 化 す る と こ ろ ま で 契 約 し て お り ま す の で 、 中 間 的 な 、 部 分 払 い は い た し ま す け れ ど も 、 最 終 的 な 成 果 物

というのは最後のシステム構築というふうに捉えております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結します。  

  これから本案を採決いたします。本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  次に、議案第三十号平成二十七年度藤崎町下水道事業会計予算案を議題とします。  

  収入支出予算の説明を求めます。上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  続きまして、議案第三十号平成二十七年度藤崎町下水道事業会計予算案についてご説明いたします。  
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  二百七十三ページをお開きください。平成二十七年度藤崎町下水道事業会計予算実施計画でご説明いたします。  

  まず、収入についてでありますが、第一款下水道事業収益として五億九千二百八十三万九千円を計上しております。  

  第一項営業収益が二億一千八百二十六万四千円であります。その主なものは、第一目下水道使用料を一億八千九百十万

円と見込んでおります。  

  第二目雨水処理負担金が二千八百六十七万八千円、これは雨水処理に要すると考えられる資本費相当額、つまり資本費

の一〇％の額を汚水私費雨水公費の原則に基づき、一般会計から繰り入れするものであります。  

  二百七十四ページをお開きください。第二項営業外収益は三億七千三百九十八万九千円であります。その主なものは、

第 二 目 他 会 計 補 助 金 が 二 億 四 百 五 十 五 万 円 四 千 円 で 、 う ち 下 水 道 事 業 会 計 へ の 一 般 会 計 補 助 金 が 八 千 九 百 四 十 二 万 三 千

円、農集排事業会計への一般会計補助金が一億一千五百十三万一千円であります。  

  第三目長期前受金戻入一億六千九百四十三万一千円は、旧みなし償却部分の平成二十七年度減価償却費相当額を収益化

したものであります。  

  次に、支出についてご説明いたします。二百七十六ページをお開きください。  

  第一款下水道事業費用は五億九千二百八十三万九千円を計上しております。  

  第一項営業費用が四億七千六百六十四万八千円であります。そのうち第一目管渠費は千九百六十九万七千円で、その主

なものは第四節委託料のマンホールポンプ場維持管理業務委託料や汚水管清掃業務委託料等であります。  

  二百七十七ページをごらんください。第二目処理場費は五千百十七万九千円で、この処理場費は町内に七カ所ある農業

集 落 排 水 施 設 の 維 持 管 理 費 で あ り 、 そ の 主 な も の と し ま し て は 第 五 節 委 託 料 の 汚 水 処 理 施 設 維 持 管 理 業 務 委 託 料 や 第 六

節 手 数 料 の 汚 泥 運 搬 収 集 手 数 料 等 の 汚 泥 肥 料 農 地 還 元 対 策 に 係 る 諸 経 費 、 そ れ に 二 百 七 十 八 ペ ー ジ の 第 七 節 修 繕 費 は 各

農集排処理場の修繕費を予算計上しております。  

  第四目流域下水道維持管理費負担金三千六百三十二万一千円は、岩木川流域下水道事業の維持管理費のうち二・二四％
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相当の藤崎町負担分を予算計上しております。  

  第五目総係費は二千四十九万円であります。その主なものは、二百七十八ページの第一節給料から二百八十ページの第

五 節 法 定 福 利 費 引 当 金 繰 入 額 ま で の 合 計 額 、 つ ま り 人 件 費 の ほ か に 、 二 百 八 十 一 ペ ー ジ の 第 十 三 節 負 担 金 の う ち 農 集 排

飯田林崎処理施設維持管理費負担金が二百七十七万一千円となっております。  

  第六目減価償却費が三億四千七百三十二万六千円であります。減価償却費とは、固定資産の価値減耗分の費用化であり

ま す が 、 実 際 は 現 金 支 出 を 伴 わ な い 費 用 で あ り ま す の で 、 資 本 的 収 入 の 不 足 額 の 充 当 財 源 、 つ ま り 内 部 留 保 資 金 と な り

ます。  

  二百八十二ページをお開きください。第二項営業外費用が一億一千二百六十二万円三千円であります。その主なものは、

第一目企業債等の支払利息の一億九百二十八万四千円であります。  

  次に、資本的収入及び支出をご説明いたします。二百八十五ページをごらんください。  

  まず、支出からご説明いたします。  

  第一款資本的支出として五億八百六十六万四千円を計上しました。  

  第一項建設改良費が七千三百九十六万一千円で、第一目施設改良費の主なものは人件費のほか、第六節委託料には下水

道 で 新 規 事 業 と し ま し て 藤 崎 町 流 域 関 連 公 共 下 水 道 （ 雨 水 ） 浸 水 対 策 事 業 と 白 子 バ イ パ ス 関 連 下 水 道 管 移 設 の 各 設 計 業

務 委 託 料 、 ま た 農 集 排 に は 継 続 費 を 設 定 し て お り ま す 農 集 排 最 適 化 整 備 構 想 策 定 業 務 委 託 料 を 予 算 計 上 し て お り ま す 。

なお、第七節工事請負費には白子バイパス関連下水道管移設工事費を予算化しております。  

  二 百 八 十 六 ペ ー ジ の 第 二 目 流 域 下 水 道 建 設 負 担 金 三 百 三 十 九 万 円 は 、 岩 木 川 流 域 下 水 道 事 業 の 建 設 改 良 費 の う ち 一 ・

五％相当の藤崎町負担分を予算計上したものであります。  

  第二項固定資産購入費第一目土地購入費百三十三万九千円は、民地に下水道管が布設されていることから、この部分の

土地を購入するものであります。  
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  第三項企業債償還金は四億二千八百三十四万二千円と見込んでおります。  

  二百八十四ページをお開きください。次に、収入についてご説明しますが、収入はただいまご説明した支出の財源であ

り、第一款資本的収入として二億七千九百六十八万九千円を計上しております。  

  第一項企業債は一億八千六百六十万円で、その内訳としましては、第一目下水道事業債一億八千六百六十万円のうち岩

木 川 流 域 下 水 道 建 設 負 担 金 に 係 る 企 業 債 三 百 三 十 万 円 、 雨 水 浸 水 対 策 事 業 の 補 助 裏 に 充 当 す る 公 共 下 水 道 事 業 債 に 二 千

百 五 十 万 円 、 そ れ に 資 本 費 平 準 化 債 等 で あ り ま す が 、 資 本 費 平 準 化 債 一 億 四 千 九 百 万 円 は 減 価 償 却 費 と 元 金 償 還 金 と の

差額分に相当する額でありますけれども、実質的には下水道事業会計の赤字補塡財源であります。  

  第二項負担金千二百七十万円は白子バイパス関連下水道管移設工事負担金、つまり県からの下水道管移設補償費であり

ます。  

  第三項補助金二千六百五十万円のうち国庫補助金二千百五十万円は雨水浸水対策事業に係る防災安全交付金であり、県

補助金五百万円は最適化整備構想策定の国財を伴う補助率一〇〇％の県補助金であります。  

  第四項出資金の五千三百八十八万九千円は一般会計からの基準外繰入金であり、企業債元金償還金等に充当するもので

あります。  

  二百九十五ページをお開きください。最後に、継続費について若干ご説明いたします。最適化整備構想策定事業費は、

平 成 二 十 四 年 度 か ら 四 年 間 の 継 続 費 を 設 定 し て お り ま す 。 総 事 業 費 千 九 百 二 十 五 万 円 の う ち 最 終 年 度 で あ る 平 成 二 十 七

年 度 は こ の 三 年 間 で 行 っ た 各 処 理 施 設 の 機 能 診 断 調 査 結 果 に 基 づ き 、 各 農 集 排 施 設 の 保 全 対 策 、 つ ま り 更 新 計 画 、 維 持

管 理 費 を 比 較 検 討 す る ば か り で は な く 、 農 集 排 地 区 同 士 の 統 廃 合 や 公 共 下 水 道 へ の 接 続 、 そ し て 下 水 道 未 整 備 集 落 の 取

り 込 み な ど を 含 め て 、 藤 崎 町 全 体 の 汚 水 処 理 整 備 構 想 を 策 定 す る 費 用 と し て 五 百 十 四 万 四 千 円 を 予 算 計 上 し て お り ま す 。  

  次に、藤崎町流域関連公共下水道（雨水浸水対策）事業でありますが、これは藤崎町の下水道における防災安全対策の

実 現 を 目 指 し 、 主 に 西 豊 田 地 区 の 浸 水 被 害 を 軽 減 し 、 あ わ せ て 三 千 石 堰 下 流 橋 も 整 備 す る 事 業 で あ り ま す 。 平 成 二 十 七
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年 度 か ら 四 年 間 の 継 続 費 を 設 定 し て お り ま し て 、 総 事 業 費 七 億 三 千 三 百 万 の う ち 平 成 二 十 七 年 度 は 総 実 施 設 計 委 託 料 と

して四千三百万円を予算計上しております。  

  以上で、議案第三十号平成二十七年度藤崎町下水道事業会計予算の説明を終わらせていただきます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  収入支出予算の説明が終わりました。  

  これから収入支出全般について質疑を行います。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数二百九十五ページにもあるんですけれども、継続費の最適化事業ですね、これも平成二十七年度が最終年度に

な っ て い る ん で す け れ ど も 、 そ の 中 で こ こ の 農 集 排 の ラ ン ニ ン グ コ ス ト だ と か 個 別 の 処 理 場 の 更 新 と か と い う 問 題 が 当

然 今 後 出 て く る の で 、 そ れ で 公 共 下 水 道 と の 接 続 の 問 題 も 、 今 ま で は 農 水 省 だ 、 こ っ ち は 建 設 省 だ と い う ふ う に や っ て

い た の を 、 ど う す れ ば 藤 崎 に お い て は 地 域 に お い て は 最 適 な の か と い う よ う な 事 業 の た め に 調 査 、 比 較 検 討 も 含 め て や

っ て い る ん だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ れ も 成 果 品 と い う の は ど の 段 階 で ど う い う 形 で 出 て く る も の な ん で す か 。 そ の

成 果 品 な る も の を ど う い う 形 で 依 頼 し て い る と い え ば 何 で す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う い う 形 で い つ ご ろ ま で に 出 る の か

ということについてはどうなんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。先ほどご説明しましたように、この農業集落排水施設については町内には七カ所の農業集落排水処

理 施 設 が ご ざ い ま す 。 相 当 古 く も な っ て お り ま す の で 、 そ れ ぞ れ の 機 能 、 今 、 平 成 二 十 四 年 度 、 二 十 五 年 度 、 二 十 六 年

度 に お い て そ の 機 能 が ど の く ら い 老 朽 化 し て い る の か と い う こ と を 今 機 能 診 断 し て お り ま す 。 最 終 的 に 、 そ の 機 能 診 断
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し た 結 果 を 今 後 そ の ま ま 機 能 強 化 し て ず っ と こ れ か ら 十 年 二 十 年 も た せ て い く の か ど う か 、 あ る い は ま た 先 ほ ど も ご 説

明 し ま し た よ う に 、 も う こ こ の 人 も 減 っ て き て い ま す の で 、 こ こ の 集 排 と こ の 集 排 を ち ょ っ と く っ つ け て み よ う か と か 、

あ る い は ま た 公 共 下 水 道 と く っ つ け た ほ う が ラ ン ニ ン グ コ ス ト が 低 く な る の で は な い か と 、 そ う い っ た も の も 検 討 結 果

を業者さんにお願いしまして、二十七年度中には出していただくということになっております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ぜひ、具体的にどこどことつなげばいいよというふうなところまで出るかどうかは、その辺は定かではないんですけれ

ども、より検討する材料がふえることを期待したいと思っています。  

  それで、ページ数でいくと二百七十八ページの修繕費のことであります。旧来の農集排のほうの修繕費、常盤地区処理

施 設 の ス ク リ ー ン 修 繕 費 百 八 十 三 万 円 ほ ど 計 上 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 定 期 的 な も の な の か 、 そ の 辺 で す ね 。 そ れ

か ら 、 榊 地 区 の こ の 辺 の 流 量 ブ ロ ワ 修 繕 費 、 こ こ も 定 期 的 に も う や ら ざ る を 得 な い と い う よ う な こ と な の か 、 そ の 辺 の

実態をお知らせ願いたいと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  上下水道課においては、処理施設については業者さんに全て維持管理費は委託しております。その委託業者のほうから、

こ の 辺 は ち ょ っ と ふ ぐ あ い が 生 ず る と か 、 あ る い は ま た ち ょ っ と 耐 用 年 数 が 超 え て い る と か 、 そ う い っ た 報 告 を 受 け て

お り ま す 。 緊 急 性 の あ る も の に つ い て は 即 座 に や ら な け れ ば な ら な い ん で す け れ ど も 、 今 今 に ち ょ っ と 修 繕 を 必 要 と し

な い 、 た だ 長 期 的 に 見 る と や っ ぱ り 修 繕 を 必 要 と す る 報 告 を 受 け た も の に つ い て は 予 算 計 上 し 、 修 繕 を す る 方 向 で 考 え
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ております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  課長、今の話はちょっとあれじゃないですか、業者に任せているから、報告があったからかえるんですというようなこ

と だ け で は 、 例 え ば 常 盤 の 自 動 の ス ク リ ー ン 修 繕 費 と い う の 、 こ れ は 更 新 は ど う い う ふ う な 、 ふ ぐ あ い が あ る か ら も う

か え た ほ う が い い よ と い う こ と な も の な の か 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う な 、 現 状 認 識 も ち ゃ ん と 現 場 の 人 は 見 て い な き ゃ

いけないんじゃないかなと思うんですけれども、その辺はどうなんでしょうか。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  確かに、機器類の維持管理は管理会社のほうから報告が上がってきます。上下水道課として、担当課、工務施設係です

けれども、工務施設係の人が実際現場に赴いて現場を確認し、その上で決定しております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑ありませんか。浅利委員。  

○浅利直志委員  

  ページ数はどうでもいいですわ。（「どうでもよくないです。ページ数を言ってください」の声あり）ページ数を言わ

な け れ ば 質 問 で き な い と い う も の で は ご ざ い ま せ ん の で 、 そ れ は 委 員 長 が 判 断 し て い る ん で し ょ う か ら 。 藤 崎 町 流 域 関

連 公 共 下 水 道 雨 水 浸 水 対 策 、 二 十 七 、 二 十 八 、 二 十 九 、 三 十 年 度 と い う ふ う に 実 施 す る わ け で あ り ま す 。 こ れ に は 相 当

な 調 査 費 も か け て 実 施 に こ ぎ つ け て 、 な お か つ 浸 水 対 策 も 含 め た か ら 補 助 率 五 〇 ％ に の っ た の か な と い う ふ う に 思 っ て 、
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大 分 、 現 場 の 担 当 課 も 苦 労 も さ れ た ん だ と 思 い ま す 。 二 十 七 年 度 に つ い て は 、 当 面 ど こ の と こ ろ を ど う い う ふ う に し て

やろうとしているのか、その辺もうちょっと詳しく説明していただけたらなと思います。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  先ほどもご説明しましたように、二十七年度、これは実施設計のみでございます。したがいまして、これから整備する

区 間 、 例 え ば 今 建 設 課 の ほ う で 西 豊 田 地 区 の 雨 水 、 側 溝 整 備 し て い る わ け で す け れ ど も 、 そ こ か ら バ イ パ ス 間 を 通 し て

三 千 石 ま で 行 く ル ー ト 、 あ る い は ま た そ の 三 千 石 下 流 域 、 そ の も の 一 ・ 六 キ ロ あ る わ け で す け れ ど も 、 そ の も の の 実 施

設計を行うということでございます。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  浅利委員。  

○浅利直志委員  

  実施設計をやるというのは説明も受けたんですけれども、その実施設計の中で浸水対策なら浸水対策をやる上で、前も

我 々 に も 説 明 し て い た だ い た 、 例 え ば 五 能 線 に 沿 っ た ほ う の 水 路 と い う か 、 そ う い う の も 入 っ て い る の か ど う か で す ね 。

そ れ か ら 、 藤 崎 の 旧 除 雪 セ ン タ ー と い い ま す か 、 そ う い う 方 向 の 水 路 と い う か 、 そ う い う の も 含 め て 入 っ て 実 施 設 計 を

す る と い う こ と な ん で し ょ う か 。 実 施 設 計 の 箇 所 的 な も の に つ い て 、 も う ち ょ っ と 詳 し く 説 明 し て い た だ け た ら と い う

ことであります。  

○委員長（清水孝夫君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  
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  ただいまご説明しましたように、メーンは西豊田地区の浸水対策でございます。したがいまして、これまで大俵排水堰

あ る ん で す け れ ど も 、 そ ち ら に 行 く 雨 水 を い か に し て 別 の ほ う に 流 す か 、 そ う い っ た こ と を 勘 案 し ま し て 、 実 は 今 言 い

ま し た よ う に 西 豊 田 地 区 の 側 溝 整 備 で 今 現 在 や っ て お り ま す け れ ど も 、 そ こ で 流 れ て き た 雨 水 を 町 道 新 岡 元 東 若 松 線 、

町 長 の 自 宅 の と こ ろ か ら ち ょ っ と 行 っ た と こ ろ に あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 町 道 を 通 り ま し て 三 千 石 に そ の 雨 水 を

流 そ う と い う こ と で 、 あ わ せ て 三 千 石 の 整 備 を 行 う と 。 昨 年 六 月 に 全 協 を 開 き ま し て 説 明 し た ル ー ト は 、 先 ほ ど 浅 利 委

員 が ご 指 摘 し ま し た よ う に 葛 野 堰 、 そ の 辺 も 考 え た ん で す け れ ど も 、 や は り 逆 勾 配 と い う こ と で 、 そ の 辺 は 断 念 い た し

ま し て 、 や は り 今 言 い ま し た 新 岡 元 東 若 松 線 の ほ う に 流 す と い う こ と の 実 施 設 計 で ご ざ い ま す 。 除 雪 セ ン タ ー の ほ う と

さ っ き 言 っ た ん で す け れ ど も 、 あ っ ち の ほ う に で も 若 干 浸 水 被 害 が 起 こ っ て い る と こ ろ も ご ざ い ま す の で 、 あ の 辺 も あ

と 二 百 メ ー ト ル ぐ ら い 、 二 百 メ ー ト ル の Ｕ 字 溝 入 れ る 計 画 で ご ざ い ま す 。 そ の 辺 も 含 め て 実 施 設 計 を 組 も う か な と 思 っ

ております。以上でございます。  

○委員長（清水孝夫君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結します。  

  これから本案を採決いたします。本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○委員長（清水孝夫君）  

  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。  

  以上をもって、予算特別委員会に付託されました議案の審査は全て終了しました。  

  今まで議決いたしました本案に対する予算特別委員会の報告書については、副委員長と本職にご一任願いたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。  

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○委員長（清水孝夫君）  

  異議なしと認めます。よって、予算特別委員会の報告書は、副委員長と本職に一任されることに決定いたしました。  

  二日間にわたり予算案の審査に当たられた委員各位のご労苦に敬意を表しますとともに、審査にご協力いただき、感謝

申し上げます。  

  以上をもって予算特別委員会を閉会いたします。  

  委員の皆さん、大変ご苦労さまでした。  

     閉  会  午前十一時四十二分  
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